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１－１．過年度の検討結果

対応方策

検討の深度化

 仮説の定性的・定量的な深度化

 仮説を踏まえた定量的なアプローチ
 技術革新（イノベーション）による交通の変化
 将来の都市交通の姿の見通し

 都市交通施設のあり方

 自動運転導入を見据えた施設整備の配慮事項
 自動運転時代の歩行環境

実証実験等による
影響や対応方策
の検討

 早期の実現・普及が予測される分野や施設を中心とした具体
的な適用検討

 各分科会における実証実験の実施及び検証

検討会で議論

各分科会で議論

○次年度以降の対応方策として、仮説の定性的・定量的な深度化を図り都市交通施設のあり方を検討すると
ともに、早期の実現・普及が想定される分野や施設を中心とした具体的な適用検討を行うこととした。
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１－２．今年度の検討フロー

○今年度の検討会では、国内外の先進的な研究成果等をもとに定性的・定量的な深度化を進めるとともに、
自動運転の導入による都市交通・都市交通施設への影響を整理し、それぞれのあり方について検討を行う。

○各分科会では、自動運転の早期実現・普及に向けた検討事項について、実証実験を通じて影響整理・検証
を行う。
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【自動運転のレベル・普及】
○段階的な自動運転の普及が想定されるが、システムが運転タスクを担うことで運転者が必要なくなり、自
動運転の導入がまちづくりに与える影響が大きいと考えられる、レベル4相当での走行が標準的に導入され
ている状況（普及率が上がってきた時点）を想定する。

【移動手段の定義】
〇急速な技術革新等により、様々な大きさ、速度、運行形態等のモビリティが模索される現状を踏まえつつ、
当面は、不特定多数が相乗りする可能性がある交通手段を「公共交通」とし、それ以外の手段を「個別移
動」と整理する。（※技術等の変化を踏まえ、適宜見直し）

【対象とする都市規模】
○多様な都市交通、都市交通施設を有し、現状で公共交通サービスの提供が一定程度行われ、基幹的公共交
通の運行が望まれる都市を想定して検討する。

●検討の前提とする条件

２．自動運転の普及による影響と対応の方向性



２．自動運転の普及による影響と対応の方向性

■想定される問題点
【都市交通】
○ 無秩序な自動運転の普及は、個別移動に対する自動車依存の高まりにつながるとともに、自動運転による移動への抵抗
感の低下が、人々の居住地選択、さらには、都市構造へも影響を与える可能性がある。

【街路・道路空間】
○ 個別移動に関する自動車依存の高まりや、乗降のための停車需要の増加による渋滞の発生や、公共交通のサービス低下
等が懸念される。

【交通結節点】
○ 個別移動による送迎車の増加による、停車需要の増加により、駅前広場等の交通処理能力の低下等が懸念される。

【駐車場】
○ 駐車場利用の平準化と、シェアリングによる駐車需要そのものの低下等が相まって、不要な駐車場の増加が懸念される。

■想定される効果
【都市交通】
○ 公共交通への自動運転車の導入によるドライバー不足の解消等により、公共交通サービスの維持・向上、これによる公
共交通利用者の増加等が考えられる。

○ 移動利便性の向上により、交通弱者（高齢者、障害者、子連れの方々等）に対する移動手段の確保を通じた外出増加等
が考えられる。

【街路・道路空間】
○ 公共交通が円滑・効率的に運行できる走行環境の確保とともに、自動運転技術による車間距離の縮小や、路上駐車の減
少等により、効率的な空間利用と交通容量の増加が考えられる。

【交通結節点】
○ 自動運転技術により、車両の待機スペースのほか、車両のための空間に関する自由度が向上するとともに、駅前広場空
間の最適な利用を図ることができると考えられる。

【駐車場】
○ 自動運転技術により、駐車（待機）場所等の自由度の向上と、駐車場利用の平準化が図られる。

●都市交通・都市交通施設に対する影響と効果、今後の方向性について

○前回議論において、国内外の事例をもとに、公共交通に着目した影響、個人移動に着目した影響を確認し、
都市交通・都市交通施設へ想定される効果・問題点を整理した。

〇これらを踏まえ、改めて今後の都市交通施策の方向性等について再整理すれば、以下の通り。

4



■影響への対処や、利点を活かした今後の都市交通施策の方向性

２．自動運転の普及による影響と対応の方向性

○ 公共交通を維持・向上させ、望ましい都市構造の実現を図るためにも、コンパクト＋ネットワー
クに資するよう、総合的な都市交通計画に基づき、公共交通を中心とし、その他の交通が適正にマ
ネジメントされたような、自動運転社会の都市交通施策を進めるべき。
○ そのためにも、IoTやMaaS、いわゆるCASEなど様々なスマートシティ技術を活用しつつ、移動
範囲や目的などに応じ、公共交通を中心に、適切な交通手段を選択できる都市交通マネジメントに
基づく自動運転社会を実現していくべき。

【都市交通】

○ 公共交通サービスを中心とした円滑な交通が図られるよう、街路空間の再構築等を通じて、公共
交通の走行空間の確保や、適正な場所における駐停車空間の確保等を図るべき。
○ 自動運転技術やシェアリングの進展と相まって、都市空間の利用を最適化し、人間中心の空間へ
の再構築を図るべき。

【街路空間】

○ 自動運転技術による、車両のための空間の自由度の向上等のメリットを最大限活かせるよう、適
正な駐停車空間の配置や、様々な新技術の活用を図るとともに、駅前広場空間の最適利用を図るべ
き。

【駅前広場・交通結節点・バス停】

○ 駐車（待機）場所の自由度の向上等のメリットを最大限生かせるよう、自動運転に対応した適切
な駐車場の配置（フリンジパーキング等）、公共交通との連携による自動車の流入抑制を図るべき。
○ さらに、駐車場に対する需要が減少することをも踏まえた、例えば駐車場の附置義務制度の見直
し等を通じた、より適正な乗降スペースの確保を図るべき。

【駐車場、駐車施策】

5



３．自動運転社会における望ましい都市交通・都市交通施設のあり方

○ 公共交通を維持・向上させ、望ましい都市構造の実現を図るためにも、コンパクト＋ネットワークに資
するよう、総合的な都市交通計画に基づき、公共交通を中心とし、その他の交通が適正にマネジメント
されたような、自動運転社会の都市交通施策を進めるべき。

○ そのためにも、IoTやMaaS、いわゆるCASEなど様々なスマートシティ技術を活用しつつ、移動範囲
や目的などに応じ、公共交通を中心に、適切な交通手段を選択できる都市交通マネジメントに基づく自
動運転社会を実現していくべき。

（１） 都市構造～都市交通の観点からみた望ましい姿

・ 基幹的な公共交通については、
サービス水準を向上するとともに、
輸送密度の高い車両・運行方法
を導入。また、より効率的なフィー
ダー交通を提供

・ 公共交通を中心とした最適な交
通手段を提供できるような都市
交通マネジメントを実施
・ ＩｏＴ等様々な新技術を活用する

ことで、移動範囲や移動手段に
応じた、最適な交通手段を利用
者が選択可能に

公共交通の利便性向上

都市交通マネジメント
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都市交通の望ましい姿

・ 高齢者等の交通弱者にとって、
利便性の高い新たな移動手段
を提供する
・ 一方、これまで公共交通の運
行がない地域においても、自動
運転を活用し、多様な運行形態、
車両の導入など新たな公共交
通を導入
・ 自動運転技術を活用したファー
スト／ラストマイルを担う移動手
段を充実させるとともに、基幹的
な公共交通とファースト／ラスト
マイルの間での乗換え利便性を
向上

交通弱者等の移動手段提供



３．自動運転社会における望ましい都市交通・都市交通施設のあり方

○ 公共交通サービスを中心とした円滑な交通が図られるよう、街路空間の再構築等を通じて、公共交通の
走行空間の確保や、適正な場所における駐停車空間の確保等を図るべき。

（２）都市交通施設のあり方 【街路空間】

・街路空間の再構築により、様々なモー
ドの交通が混在する環境下でも、円滑
かつ効率的な公共交通の運行がなさ
れるような走行空間を整備
・ 公共交通の円滑・効率的な運行等に
よる利便性の向上により、自動車利用
から公共交通利用への転換が期待

・ 車間距離の縮小や路
上駐車の減少による
道路交通容量の拡大
を踏まえ、沿道と一体
となった豊かな歩行空
間を、賑わい・憩い空
間として活用

公共交通の走行環境確保

歩道利活用

安全で円滑な乗換え環境の確保

7

街路空間の望ましい姿
・ 多様な交通手段へのシームレスな乗換え環境を整
備するとともに、スムーズな乗降を可能にするよう
な料金徴収施策も含めた効率的な仕組みを導入
・ 高齢者等の交通弱者にも配慮されたバリアフリー
な乗降を可能とする環境を整備

・ 多様な交通手段に対する利便
性の高い乗降環境を設け、ま
た、交通渋滞の原因となる無秩
序な駐停車を避けるため、これ
らを考慮した適正な駐停車空
間を確保
・ 限られた沿道空間や、駐車場
に対する需要の変化等を踏ま
え、ICT技術等を活用しつつ、

適正に配置された駐車場を乗
降空間として最大限活用

適正な駐停車環境の確保



３．自動運転社会における望ましい都市交通・都市交通施設のあり方

〇 自動運転技術やシェアリングの進展と相まって、都市空間の利用を最適化し、人間中心の空間への再構
築を図るべき。

（３）都市交通施設のあり方 【身近なエリア】

・自動運転による安全の
確保と効率的な空間利
用のメリットを最大限に
活かし、人間中心の魅力
ある都市空間へ再構築

歩行者優先の環境
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身近なエリアの望ましい姿

・フィーダー交通やカーシェアリングの利用
により、個人での自家用車所有が減少す
ることを見据え、住宅や事業所等におけ
る不要な駐車スペースを様々な用途に転
換し、空間を有効活用するとともに、附置
義務制度等も必要な見直しを実施

駐車スペースの有効活用
・配送駐車等と駐車空間を共
有、利用目的を多様化し効
率的に空間を活用

駐車スペースの共有

・カーシェアやシェアサ
イクル等で地域で交通
手段を効率的に共有・
利用する環境を整備
・シェアリングの拠点と
なるステーションを、
MaaS等と連携しつつ
利便性の高い場所に
適切に配置

シェアリングの有効活用



３．自動運転社会における望ましい都市交通・都市交通施設のあり方

○ 自動運転技術による、車両のための空間の自由度の向上等のメリットを最大限活かせるよう、適正な駐
停車空間の配置や、様々な新技術の活用を図るとともに、駅前広場空間の最適利用を図るべき。

（４）都市交通施設のあり方 【駅前広場】

・ 送迎のための停車スペース等について、自動運転技術等を活用して
最適化
・ あわせて、駐停車需要に対するICT技術等を活用した様々なソフト施
策を講じることで、駅前広場等の交通処理能力を合理化
・ 一方、自動運転車の待機スペースの自由度の向上等のメリットを最大
限活かすような、駅周辺における駐車スペース等の確保 9

適正な駐停車空間の配置

駅前広場の望ましい姿
・ 多様な交通モード間の円滑な乗換えに資するフィジカル空間
の整備を推進するとともに、ICT技術等を活用した効率的な決
済システムを導入
・ 高齢者等の交通弱者にも配慮された利便性が高くバリアフ
リーな乗降・乗換え環境を整備

安全で円滑な乗換え環境の確保

・ ICT技術等とともに、駅周辺における駐車スペース等を活
用することで、駅前広場空間における自動運転車の待機
方法の合理化を図ることにより、創出された空間を溜まり・
賑わい機能に活用

駅前広場空間の最適利用



４．今後の進め方

○ 自動運転社会における望ましい都市交通・都市交通施設のあり
方について、都市構造及び都市交通施設それぞれの観点から、こ
れまで議論を進めてきたところ。

○ 一方で、
①自動運転技術は急速に進展する一方、その普及は段階的に進
むと見込まれ、さらにまちづくりは中長期的な時間軸で行われる。
このため、例えば、将来の不確実性も見据えた自由度の高い整
備形態等を含め、時間軸ごとの具体的な整備のあり方を考える
必要がある。

②乗り物の形や、乗り物の中での過ごし方も自由度が向上するな
ど、モビリティや人々の行動変容等、多角的な検討が求められる。

○ そこで、来年度以降の検討においては、これらの観点を踏まえ、
自動運転社会における都市交通施設の整備方策等について、
個々の場面に焦点を当て、より具体的に議論を深化させていくこと
としたい。
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政府ロードマップによる自動運
転実現のシナリオ（自家用車）

自動運転車の技術
確立と普及の時期

都市交通施策や
交通施設に係る
対応

ニュータウン

基幹的なバス

○自動運転技術の進展や自動運転車の普及が段階的に進むことを踏まえ、時々の状況に応じた都市交通や
都市施設のあり方を考える。

（参考）検討ロードマップ

一般道での自動運転（L2)

高速道路での自動運転（L2）

~2020年

高度安全運転支援システム（仮称）
高速道路での自動運転（L３）

2020年代前半

高速道路での
完全自動運転（L4）

2025年目途

自動運転技術の検討が始まった時点

初期の普及期、ノウハウが蓄積してくる時点

普及率が上がってきた時点

【標準的導入期】
基準等に基づく施設整備

実証実験

実証実験

社会実装に向けた交通施設のあり方等の検討

社会実装（モデル地区）

社会実装（限定条件・早期活用技術）

社会実装に向けた公共交通サービスへの導入の検討
自動運転は通常の都市交通や
交通施設の施策に内包

【パッケージでのアプローチ】
具体的な影響を踏まえた検討

普及の実態調査とそれ基づく
施設のあり方

• 自動運転バスの専用
レーン

• 実験などを踏まえた
駅前広場

など

自動運転を前提にした調査、
基準に基づく整備

【先導的導入】
起こりえる事象についての仮説
の深度化

仮説の定量化、見える化
実証実験に基づく施設等への
影響

• 正着技術
• バレーパーキング
• 手戻りのない駅前
広場の整備

など
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